
三陸鉄道釜石駅に設置された「カウントダウンボード」

がんばろう ! 岩手　つながろう ! 岩手 第143号 平成 30年 11月号

復興に向けて歩み続ける岩手県の今を紹介します
平成 23年 3月 11日に発生した東日本大震災津波。発災以
来、全国そして海外からも多くの温かい励ましや御支援をい
ただいております。心から感謝申し上げ、この「つながり」
を大切にしていきたいと思います。
復興に向けて歩み続ける岩手の今を紹介します。

宮古市・山田町・大槌町
釜石市・大船渡市・陸前高田市

　第４次安倍改造内閣で新たに就任
した渡辺博道（ひろみち）復興大臣
が、東日本大震災津波の被災地視察
のため、10月 18日（木）に安藤裕
（ひろし）復興大臣政務官とともに宮
古市以南の沿岸６市町を訪問しまし
た。
【主な視察内容】
■宮古市■10月１日に供用開始した
「イーストピアみやこ」で、市役所新
本庁舎や震災の記録が展示されてい
る防災プラザなどを視察。
■山田町■「まちなか交流センター」
で、役場や駅を中心としたコンパク
トなまちづくりなどを視察。
■大槌町■城山公園の物故者納骨堂
で献花後、町内の復興の状況を視察。
■釜石市■ラグビーワールドカップ

首都圏にお住まいの方を対象に、メールマガジン会員（いわて復興応援団員）を募集しています。登録
していただいた方には岩手県の復興の取組や観光・物産・首都圏でのイベント情報などをお届けします。

詳しくは岩手県東京事務所ホームページをご覧ください。

いわて復興応援メルマガ会員大募集！いわて復興応援メルマガ会員大募集！

いわて復興応援団 検索

知って､買って､食べて､行って 応援 ! 登録無料

「カウントダウンボード」お披露目セレモニーの様子

始までの日数を表示するカウントダ
ウンボードが 10月 16日（火）、三
陸鉄道釜石駅に設置され、お披露目
セレモニーが行われました。
　同ボードは、釜石地方森林組合が、
昨年発生した釜石市の林野火災で被
災した木材を活用し製作したもので、
同駅のほか、三陸鉄道宮古駅、山田

町役場、大槌町役場に設置。
　また､10月 12日（金）には、沿
岸北部と南部を表す「南部鼻曲がり
鮭」型と「ラグビーボール」型のつ
り手に木からのメッセージが記載さ
れた「三陸の森林（もり）・メッセ
ージつり手列車」が運行を開始しま
した。

三陸鉄道「リアス線」全線開通へ　カウントダウン 宮古市・山田町
大槌町・釜石市

MIYAKO　YAMADA
OTSUCHI　KAMAISHI

渡辺復興大臣が岩手県を視察

宮古での視察の様子

　2019 年 3月 23日、三陸鉄道は、
JR山田線（宮古駅・釜石駅間）の移
管に伴い、盛駅（大船渡市）から久
慈駅までの 163キロメートルが「リ
アス線」として一つにつながり、第
3セクターの鉄道としては日本一長
い鉄道が誕生します。
　リアス線全線開通に向け、運行開

「釜石鵜住居復興スタジアム」にて

「南部鼻曲がり鮭」型と「ラグビーボール」型のつり手

説明を受け、住民の生活再建に関わ
る支援など 4項目について要望を受
けました。

　視察終了後、大臣は、産業となり
わいの再生や被災跡地の利活用、心
のケアなどについて、あらためて取
り組むべき重要な課題であるとの認
識を示し「引き続き現場主義を徹底
し、被災者に寄り添いながら被災地
の復興に全力で取り組む」との発言
がありました。

2019™の試合会場となる「釜石鵜住
居復興スタジアム」を視察。「大会が
復興の一助となるよう盛り上げてい
きたい」との発言がありました。
■大船渡市■６月に開館した「防災
観光交流センター」の施設屋上から
「キャッセン大船渡」など､商業施設
の再建状況を視察。
■陸前高田市■東日本大震災追悼施
設で献花後､「まちづくり情報館」を
訪問。市長から土地のかさ上げ工事
が 2020年度末まで続くことなどの

（写真提供：三陸鉄道株式会社）

MIYAKO　YAMADA　OTSUCHI　KAMAISHI
OFUNATO　RIKUZENTAKATA

「要望書」を手渡す戸羽陸前高田市長



大船渡市内及び隣接地域の観光案内はもちろんの
こと、東日本大震災津波の爪痕が残る市内におい
て体験談や写真等を読み聞かせながら市内を案内
します。震災・防災ガイドに加え、火を起こす、
ご飯を飯ごうで炊くなどの体験も可能です。

　見ていると早く感じませんが、津波の
スピードは時速約 30キロとも言われま
す。全力で走っても、とても逃げきれま
せん。遠くではなく、近くても高いとこ
ろへ逃げた方が助かりました。
　ガイドでは、生死の別れた地域を案内
して、高台への避難を実感してもらって
います。
　自分の身は自分で守るしかないですか
ら、普段から逃げやすい高台を考えてお

「北三陸野田村 なもみビール」
販売閉伊川横断橋（仮称）にメッセージ

　10月 10日（水）、岩手県は、宮古市立花輪中学校の
全校生徒 62人を対象に、「宮古西道路」の閉伊川横断橋
（仮称）延長 430.5 メートルで体験型現場見学会を開催
しました。
　参加した生徒らは、工事関係者から閉伊川横断橋の概
要や施工手順などの説明を受けた後、工事が終わった幅
12.0 メートル、長さ 50メートルの橋のコンクリート床
版（しょうばん：舗装前の道路面）に、復興への願いや
未来へのメッセージを文字や絵にして描きました。
　見学後、同校生徒会長が「川の上に橋を作るのは、と
ても時間がかかるということが分かった。橋の上に文字
を書くという貴重な体験ができてよかった」と、現場職
員に感謝の言葉を述べました。
　「復興道路」に位置付けられている「宮古西道路」は、
宮古市と盛岡市を結ぶ「宮古盛岡横断道路」の一部で、
国と県が連携して整備を進めています。県で施工中の松
山～根市区間については、今年度中の供用開始を目指し
ています。

東日本大震災津波で甚大な被害を受けた岩手県沿岸。復興が進む中、沿岸地域には、
災害に関する多くの教訓が残されています。
将来予想される大震災。突然襲いかかる様々な災害。そんな災害に備えるために、
岩手県沿岸地域から、未来のための教訓をお届けします。message

小川 廣文さん

大船渡市

未来へのメッセージ

遠くではなく、高台へ

くことが大切です。 椿の里　大船渡ガイドの会
発災後の状況を想像する

（おがわ ひろふみ）

椿の里・大船渡
ガイドの会
会長

閉伊川横断橋（仮称）の床
版にメッセージを描く生徒

　大きな地震が発生した時には、電気が
止まってしまうことが多いです。
　携帯ラジオを持っていなければ、どの
ような状況なのか、津波警報が出ている
のか、重要な情報を得ることが困難にな
ります。
　携帯電話の電池もいずれなくなってし
まい、自分の安否を伝えることも、家族
の確認もできなくなるなど、巨大地震が
起きた時、どのよう
な状況になるのか、
そのために必要な準
備は何か、発災直後
を想像する力が命を
守ります。

宮古市
MIYAKO

野田村
NODA

　10月 2日（火）、野田村の小正月伝統行事「なもみ」
をデザインした地域限定商品「北三陸野田村 なもみビー
ル」が発売されることになり、発表会が開催されました。
　野田村と地ビール製造の株式会社ベアレン醸造所（盛
岡市）は、今年１月、地方の新たな価値や文化の創造に
ついて、相互に連携・協力して取り組み、両者の持続的
発展を目指すことを目的とした「地域の未来創造と産業
振興に関する連携協定」を締結。今回の商品販売となり
ました。
　ラベルにデザインされた「なもみ」は､秋田県の「な
まはげ」に似た伝統行事で、鬼の面をかぶった「なもみ」
が、村内の小さな子どもがいる家庭を練り歩き、子ども
たちの健やかな成長と無病息災を祈るもの。
　野田村限定で販売される「北三陸野田村 なもみビール」
の売り上げは、1本につき 10円が東日本大震災津波の
復興支援として同村に寄付され、地域おこしや交流人口
の増加などに役立てられます。

（写真提供：株式会社ベアレン醸造所）

information

メッセージが描かれた閉伊川横断橋（仮称）
の空撮

「北三陸野田村 なもみビール」商品のモチーフとなった「なもみ」

■問い合わせ・申し込み■
椿の里・大船渡ガイドの会

TEL：0192-29-2121　FAX：0192-29-2180
受付時間：9：00～ 17：00

活動期間・時間：通年 8：00～ 17：00（休日特になし）
所要時間：1時間半～ 2時間程度
ガイド料金：1～ 9名 4,000 円
　　　　　　10～ 19名　5,000 円
※20 名からは、上記料金プラス１名あたり 200円。
※ガイド 1名につきバス 1台（約 30～40名まで）ご案内
　します。
※ガイドの乗車地点と降車地点が異なる場合、交通費別途
　発生します。

予　　約：一週間前まで

同ガイドの会が発行する
防災チェックシート



野田ホタテまつり

場所▶野田漁港

野田ホタテまつり実行委員会
（野田村漁業協同組合内）
☎0194-78-2171

問い合わせ

野田村
NODA

釜石市復興応援！チャグチャグ馬コが
“釜石まつり” に参加 KAMAISHI

さんりくイベント情報

場所▶大槌町魚市場

塩をまぶして干した「新巻き鮭」の発祥の地とされる
大槌町で、毎年恒例のイベントを開催。鮭のつかみ取
りや町内事業者の出店、町産品の販売などが行われる
予定です。

一般社団法人大槌町観光交流協会
☎ 0193-42-5121

問い合わせ

大槌町
OTSUCHI

おおつち鮭まつり

参加したチャグチャグ馬コ

12/2
日

12/2
日

　10月 19日（金）～21日（日）の 3日間、釜石市で、
「尾崎神社」と新日鐡住金釜石製鉄所「山神社」合同祭
の “釜石まつり” が行われました。
　同祭りは、尾崎神社本宮から船で市内にある里宮にご
神体を奉遷（ほうせん）する「曳（ひ）き船まつり」､大
漁旗をなびかせた十数隻の船による釜石港内のパレード、
市街地での虎舞や神楽、山車が見どころの恒例のお祭り
です。
　21日（日）には、沿岸地域の復興応援を目的に、チャ
グチャグ馬コ同好会滝沢支部のチャグチャグ馬コ 5頭
が参加。祭りの会場となる市街地を練り歩き、チャグチ
ャグ馬コの鈴の音が鳴り響く中、沿道は大きな拍手と笑
顔に包まれました。
　これは、岩手県と一般社団法人岩手県畜産協会が、本
県に古くから伝わる馬事文化を通して地域の交流を深め
るために派遣したもので、内陸から沿岸への復興の思い
を伝える一幕となりました。

野田村の特産品「荒海ホタテ」を購入できる、年に一
度の大直売会。会場では「荒海ホタテ」の炭火焼きや
新鮮な魚介類などのほか、野田村の冬の美味しい海の
幸が販売される予定です。

三陸防災復興プロジェクト2019
2019.6.1 SAT-8.7 WED

岩手県の三陸沿岸地域で開催 !
防災復興に関するシンポジウムや、お祭り・音楽・ジオパーク・食
・観光などの多彩なイベントが行われます。

【全体会】
日時：12/16（日）14:00 ～ 17:00
場所：エスポワールいわて大ホール
　　　（盛岡市中央通 1-1-38）
定員：200 名
内容
・基調講演：畑中 章宏氏（民俗学者）
・パネルディスカッション
【パネリスト】
森本 晋也氏（岩手大学大学院教育学研究科准教授）
柴山 明寛氏（東北大学災害科学国際研究所准教授）
田中 美咲氏（一般社団法人防災ガール代表理事）

問い合わせ：岩手県復興局復興推進課☎ 019-629-6945 （9:00 ～ 17:00　土日祝日を除く）

【内陸報告会】
日時：12/17（月）13：15～ 15：45
場所：エスポワールいわて大ホール
　　　（盛岡市中央通 1-1-38）
定員：200 名
内容
・基調講演：上野 善晴（県政顧問）
・全国自治体からの応援職員による活動報告

「巨大壁画（モザイクアート）」の
制作について

釜石市
KAMAISHI

　三陸防災復興プロジェクト 2019では、世界中からい
ただいた復興支援への感謝の気持ちを示す象徴的なモニ
ュメントとして、ホタテの貝殻を使用した「巨大壁画
（モザイクアート）」を制作します。
　このモザイクアートは、釜石市内の全児童・生徒が参
加する「かまいし絆会議」と協力して制作が進められて
います。
　10月 31日（水）、釜石市教育センターで、市内の中
学校代表生徒 20人が参加し、制作に向けた会議が開催
されました。
　会議では、釜石市内の全小中学生に対して行ったモザ
イクアートで描きたい物や思いなどについてのアンケー
ト結果を基に制作したデザ
インについて話し合いが行
われました。
　今後、子どもたちと一緒
にホタテの貝殻を着色し、
モザイクアートとして、釜
石市内に設置されますので、
ご期待ください。 「巨大壁画」のデザインを検討する生徒

【沿岸報告会】
日時：12/17（月）8：00～ 17：45
場所：宮古市内
　　　イーストピアみやこ（宮古市宮町 1-1-30）
内容
・無料送迎バスによる復興関連道路、防潮堤工事現場の
  見学
・「関係人口」をテーマとする復興庁と併催のワークショ
　ップ「Fw: 東北Weekly 特別編」

併催：「いわての復興を自治の進化に」第６回シンポジウム
　　　平成 30年度第３回いわて復興未来塾
　　　Fw: 東北Weekly 特別編

■メールでお申し込みください。
＊氏名（ふりがな）、住所、メールアドレス、所属・団体名
　等、電話番号、参加希望の会名をご記入の上、件名を「い
　わて三陸復興フォーラム」として、
　下記アドレスにお申込みください。
■メールアドレス
　AJ0001@pref.iwate.jp

【申込方法】

1日目 2日目

いわて三陸復興フォーラム
～未来のための伝承・発信～
いわて三陸復興フォーラム
～未来のための伝承・発信～

参加
無料

釜石まつりでの虎舞



いわて震災津波アーカイブ～希望～

いわて震災津波アーカイブ 検索

いわて復興だより 第 143号　平成 30年 11月 20日号　企画・発行：岩手県復興局復興推進課　☎ 019-629-6945
編集・印刷：シナプス

【次回のいわて復興だよりについて】次回は平成 30年 12月 20日号の発行を予定しています。

いわて復興だより Web
一部ニュース、いわてさんりくびとを
動画で紹介。
ビジュアル豊富なWebもご覧下さい。

20万点を超える資料を検索・閲覧できます。

宮古市出身。
宮古高校卒業後、東京大学、中央大学法科大学院へ。
平成 22年 12月に弁護士登録を行った後、東京の弁
護士事務所で弁護士として 2年間勤務。
平成 25年 7月に宮古ひまわり基金法律事務所に赴任。
昨年 11月、三陸うみねこ法律事務所を開設し、弁護
士活動のほか、地元の青年会議所やＮＰＯ法人ととも
に地域の活性化に取り組んでいる。

PROFILE

　連載「いわてさんりくびと」では､被災地・三陸の復
興に向け、熱い想いを秘め、活躍する方々を紹介してい
きます。「未来のさんりくびと」に続き、第 88回目は､
吉水和也さんを紹介します。

1人で
悩まない

地元で働く充実感

三陸うみねこ法律事務所
弁護士
吉水 和也

（よしみず かずや）さん

ありませんでした。今は宅地の造成も進み、こ
こ 1～ 2年で一気に街並みができてきたと思い
ます」と、吉水さんは復興の印象を話します。
　「東京では、あくまでも “弁護士” という立場
で見られましたが、宮古では、吉水という “個
人” として受け入れてもらい、地元で働くやり
がいを感じます」と、充実した日々を吉水さん
は送っています。

世代をつないで地域の活性化に

　いつかは宮古で仕事がしたいと思っていた吉
水さん。平成 22年 12月に東京で弁護士になっ
た翌年、東日本大震災津波が発災しました。
　「すぐに戻ってきたいと思ったのですが、もう
少し経験を積んでからと思い、平成 25年に宮
古に戻りました。帰った時は、がれきはなくな
っていましたが、まだ “復興” という感じでは

　弁護士として活躍すると同時に、地元の学生
との交流を深め、その交流を通して地域の将来
を見据える吉水さんは「どうすれば地域が活性
化するか、地域を盛り上げようという気持ちを
持っている学生は結構多くいます。地域には活
躍している人もいるのですが、学生がふれあう
機会が少ないと思います。交流する機会を増や
して、経験や知識がうまく下の世代につながり、
段階的に発展していけるような仕組みができれ
ばいいと感じています」と話す吉水さん。
　世代を超え、継続的な地域の活性化への活動
に期待が寄せられます。

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

被害状況等の詳細
義援金・寄付金の募集等 いわて防災情報ポータル 検索

岩手県の被害状況 平成30年 10月 31日現在

▶人的被害　死者（直接死）：4,673 人　行方不明者：1,115 人
　　　　　　死者（関連死）：467人
▶建物被害（住家のみ、全半壊）　26,079 棟

皆さんのご支援、ありがとうございます

※ 被災したこどもたちが勉強やスポーツ等に励めるよう「くらし」「まなび」の支援に使われます。

▶義援金受付状況　約 186億 4,889 万円（96,185 件）
▶寄付金受付状況　約 199億 5,387 万円（8,730 件）
▶いわての学び希望基金（※）受付状況　約 95億 6,345 万円（22,301 件）

平成 30年 10月 31日現在

<<<

大槌町発祥、海の幸豊富な「磯ラーメン」 大槌町
OTSUCHIぶらり

三陸

盛岡市

花巻市

宮古市

釡石市

「磯ラーメン」は、1969年（昭和 44年）に大槌町の「吉里吉里（きりきり）ドライブイ
ン」で誕生したと言われ、いまや三陸の定番グルメとして、岩手県の沿岸市町村をはじめ
青森県八戸市にかけて定着しているご当地ラーメンのひとつです。
具は、ワカメ、フノリ、マツモと言った海藻類とホタテ、シュウリ貝（ムール貝）、イカ、
エビなどの魚介類。磯の香り漂う、あっさりとした味わいのスープが特長です。

久慈市

■きりきり善兵衛本店■
上閉伊郡大槌町吉里吉里 13-1-314
☎ 0193-44-2222（年中無休）
■さんずろ家■
上閉伊郡大槌町吉里吉里 13-9-22
☎ 0193-44-2413（定休日：月曜日）
■母ちゃんハウスだぁすこ沿岸店■
上閉伊郡大槌町大槌 16-28
☎ 0193-42-8151（定休日：月曜日、第 2木曜日）

★

田野畑村

＊営業時間等は、事前のご確認をお願い致します。

大槌町


